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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１）水酸化レシチンを含有する水性担体に、２）脂肪酸石鹸を含む油相滴を分散させて
なる、水中油乳化物。
【請求項２】
　前記油相滴は、高級アルコールのモノグリセリルエーテルを含有することを特徴とする
、請求項１に記載の水中油乳化物。
【請求項３】
　前記油相滴は、燐脂質を含有することを特徴とする、請求項１又は２に記載の水中油乳
化物。
【請求項４】
　前記油相滴は、Ｎ－アシル酸性アミノ酸のジエステルを含有することを特徴とする、請
求項１～３何れか１項に記載の水中油乳化物。
【請求項５】
　前記Ｎ－アシル酸性アミノ酸のジエステルの含有量は、油相成分全量に対して、２０質
量％以上であることを特徴とする、請求項４に記載の水中油乳化物。
【請求項６】
　請求項１～５何れか１項に記載の水中油乳化物と、１）ポリエチレングリコール（平均
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重合度１００～３００）の脂肪酸エステルを含む水性担体に、２）油中水乳化物を分散し
てなる組成物とを混合してなる複合乳化組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この様な状況に鑑みて、本発明者らは、乳化組成物の分散滴に多様性をもたらす技術を
求めて、鋭意研究努力を重ねた結果、１）水酸化レシチンを含有する水性担体に、２）脂
肪酸石鹸を含む油相滴を分散させてなる、水中油乳化物を用いて油中水乳化滴の分散した
水性担体と複合化させることにより、前記多様性が得られることを見出し、発明を完成さ
せるに至った。即ち、本発明は、以下に示すとおりである。
＜１＞１）水酸化レシチンを含有する水性担体に、２）脂肪酸石鹸を含む油相滴を分散さ
せてなる、水中油乳化物。
＜２＞前記油相滴は、高級アルコールのモノグリセリルエーテルを含有することを特徴と
する、＜１＞に記載の水中油乳化物。
＜３＞前記油相滴は、燐脂質を含有することを特徴とする、＜１＞又は＜２＞に記載の水
中油乳化物。
＜４＞前記油相滴は、Ｎ－アシル酸性アミノ酸のジエステルを含有することを特徴とする
、＜１＞～＜３＞何れか１項に記載の水中油乳化物。
＜５＞前記Ｎ－アシル酸性アミノ酸のジエステルの含有量は、油相成分全量に対して、２
０質量％以上であることを特徴とする、＜４＞に記載の水中油乳化物。
＜６＞＜１＞～＜５＞何れか１項に記載の水中油乳化物と、１）ポリエチレングリコール
（平均重合度１００～３００）の脂肪酸エステルを含む水性担体に、２）油中水乳化物を
分散してなる組成物とを混合してなる複合乳化組成物。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
＜２＞本発明の水性担体に分散されるべき油相滴
　本発明の水性担体に分散されるべき油相滴には、次に示す構成を備えることが好ましい
。油相滴を分散せしめ水中油乳化物と為すためには、界面活性剤が必要であり、通常この
様な界面活性剤としては、親水性の界面活性剤と、親油性の界面活性剤とが組み合わされ
て使用されるが、前記油相滴としては、脂肪酸石鹸のみで、これを油相に含有せしめるこ
とが好ましい。かかる脂肪酸石鹸の含有量は、油相全量に対して２～１０質量％が好まし
く、３～８質量％がより好ましい。又、最終的な複合乳化組成物全量に対しては０．１～
５質量％が好ましく、０．５～３質量％がより好ましい。又、この様な脂肪酸石鹸に対し
て、補助的な界面活性成分として、高級アルコール乃至は高級アルコールのモノグリセリ
ルエーテルを含有することが好ましく、特にバチルアルコールを油相全量に対して２～１
０質量％含有することが好ましく、３～８質量％がより好ましい。又、最終的な複合乳化
組成物全量に対しては０．１～５質量％が好ましく、０．５～３質量％がより好ましい。
この様な構成に加えて、油相成分は極性油剤を主とすることが好ましく、グルタミン酸等
の酸性アミノ酸のＮ－アシル体のジエステルを含有することが、油相滴の分散安定性を向
上せしめ好ましく、かかる成分の含有量は、油相に対して、１０～５０質量％が好ましく
、２０～４０質量％がより好ましい。前記Ｎ－アシル酸性アミノ酸ジエステルは、Ｎ－ア
シル（炭素数１０～３０）化グルタミン酸のジアルキル（炭素数１～３０）エステルが好
ましく、かかる成分を構成するアシル基としては、飽和でも、不飽和でも良く、例えば、
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２－エチルヘキサノイル基、ラウロイル基、ミリストイル基、パルミトイル基、ステアロ
イル基、ベヘノイル基、オレオイル基、イソステアロイル基、リノレノイル基などが好適
に例示でき、特に好ましいものはラウロイル基である。又、ジアルキルエステルを構成す
るアルキル基としては、分岐でも、直鎖でも、環状構造を有するものでも良く、例えば、
オクチル基、ラウリル基、セチル基、ステアリル基、イソステアリル基、ベヘニル基、オ
クチルドデシル基、カンペステリル基やシトステリル基等のフィトステリル基、コレステ
リル基などが好適に例示できる。具体的な化合物例としては、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グル
タミン酸ジ（コレステリル／ベヘニル／オクチルドデシル）、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グル
タミン酸ジ（コレステリル／オクチルドデシル）、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ
（フィトステリル／ベヘニル／オクチルドデシル）、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸
ジ（フィトステリル／オクチルドデシル）等が好適に例示でき、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グ
ルタミン酸ジ（コレステリル／オクチルドデシル）が特に好適に例示できる。かかるＮ－
アシル化グルタミン酸ジエステルは、グルタミン酸とアシルクロリドをアルカリ存在下縮
合させ、Ｎ－アシルグルタミン酸と為し、しかる後、塩基又は酸の存在下、所望により溶
剤を存在させ、対応するアルコールと脱水縮合せしめ製造することが出来る。Ｎ－アシル
化グルタミン酸のジエステルはこの様に合成したものを使用することも出来るが、既に化
粧料原料などとして市販されているものも存し、この様な市販品を購入し利用することも
出来る。特に好ましい市販品としては味の素株式会社より販売されている「エルデュウＰ
Ｓ２０３」（Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（フィトステリル／オクチルデシル）
）、「エルデュウＣＬ－３０１」（Ｎ－ラウロイルグルタミン酸ジ（コレステリル／ベヘ
ニル／オクチルドデシル））、「エルデュウＣｌ－２０２」（Ｎ－ラウロイルグルタミン
酸ジ（コレステリル／オクチルドデシル））、「エルデュウＰＳ－３０４」（Ｎ－ラウロ
イルグルタミン酸ジ（フィトステリル／ベヘニル／オクチルドデシル））などが例示でき
、中でも、「エルデュウＰＳ２０３」が特に好ましく例示できる。かかる成分は唯一種含
有させることも出来るし、二種以上を組み合わせて含有させることも出来る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　前記平均重合度１００～３００のポリエチレングリコールの脂肪酸エステルにおいて、
かかる成分を構成するポリエチレングリコール部分としては、ポリオキシエチレンの重合
度に換算して１００～３００が好ましく、１２０～２００がより好ましい。又、脂肪酸残
基としては、特段の限定はないが、炭素数１０～３０の飽和又は不飽和のものが好ましく
、分岐を有することもできる。又、エステルとしてはポリエチレングリコールの片側に脂
肪酸残基を有するモノエステル、両側に脂肪酸残基を有するジエステルの何れでも良く、
モノエステルであることが特に好ましい。具体的には、ラウリン酸残基、ミリスチン酸残
基、パルミチン酸残基、ステアリン酸残基、ベヘン酸残基、オレイン酸残基、リノール酸
残基、リノレイン酸残基、イソステアリン酸残基、オクチルドデカン酸残基などが好適に
例示できる。特に好ましいものはステアリン酸残基である。特に好ましい化合物としては
、ポリエチレングリコール（１５０）モノステアリン酸エステル或いはポリエチレングリ
コール（１５０）ジステアリン酸エステルが例示できる。これらの成分に関しては既に市
販されているものが存し、かかる市販品を購入して利用できる。市販品としては、ニッコ
ールＣＭＳ６０００（ポリエチレングリコール（１５０）モノステアリン酸エステル；日
本サーファクタント株式会社製）、ニッコールＣＤＳ６０００（ポリエチレングリコール
（１５０）ジステアリン酸エステル；日本サーファクタント株式会社製）、エマレックス
６３００ＭＳＴ（ポリエチレングリコール（１５０）モノステアリン酸エステル；日本エ
マルション株式会社製）等が存する。かかる成分は、複合乳化組成物全量に対して、０．
１～１０質量％であることが好ましく、０．５～５質量％であることがより好ましい。又
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、後記の油中水乳化組成物に対しては、１～３０質量％であることが好ましく、５～２０
質量％であることがより好ましい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　前記必須の構成要件以外に、本発明の複合乳化組成物は、通常皮膚外用剤で使用される
任意成分を含有することが出来る。この様な任意成分としては、例えば、マカデミアナッ
ツ油、アボカド油、トウモロコシ油、オリーブ油、ナタネ油、ゴマ油、ヒマシ油、サフラ
ワー油、綿実油、ホホバ油、ヤシ油、パーム油、液状ラノリン、硬化ヤシ油、硬化油、モ
クロウ、硬化ヒマシ油、ミツロウ、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、イボタロウ、ラ
ノリン、還元ラノリン、硬質ラノリン、ホホバロウ等のオイル、ワックス類、流動パラフ
ィン、スクワラン、プリスタン、オゾケライト、パラフィン、セレシン、ワセリン、マイ
クロクリスタリンワックス等の炭化水素類、オレイン酸、イソステアリン酸、ラウリン酸
、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、ウンデシレン酸等の高級脂肪
酸類、セチルアルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコール、ベヘニル
アルコール、オクチルドデカノール、ミリスチルアルコール、セトステアリルアルコール
等の高級アルコール等、イソオクタン酸セチル、ミリスチン酸イソプロピル、イソステア
リン酸ヘキシルデシル、アジピン酸ジイソプロピル、セバチン酸ジ－２－エチルヘキシル
、乳酸セチル、リンゴ酸ジイソステアリル、ジ－２－エチルヘキサン酸エチレングリコー
ル、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、ジ－２－ヘプチルウンデカン酸グリセリン、
トリ－２－エチルヘキサン酸グリセリン、トリ－２－エチルヘキサン酸トリメチロールプ
ロパン、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－エチルヘキサン酸
ペンタンエリトリット等の合成エステル油類、ジメチルポリシロキサン、メチルフェニル
ポリシロキサン、ジフェニルポリシロキサン等の鎖状ポリシロキサン、オクタメチルシク
ロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサン
シロキサン等の環状ポリシロキサン、アミノ変性ポリシロキサン、ポリエーテル変性ポリ
シロキサン、アルキル変性ポリシロキサン、フッ素変性ポリシロキサン等の変性ポリシロ
キサン等のシリコーン油等の油剤類、ラウリル硫酸カリウム、アルキル硫酸トリエタノー
ルアミンエーテル等のアニオン界面活性剤類、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、
塩化ベンザルコニウム、ラウリルアミンオキサイド等のカチオン界面活性剤類、イミダゾ
リン系両性界面活性剤（２－ココイル－２－イミダゾリニウムヒドロキサイド－１－カル
ボキシエチロキシ２ナトリウム塩等）、ベタイン系界面活性剤（アルキルベタイン、アミ
ドベタイン、スルホベタイン等）、アシルメチルタウリン等の両性界面活性剤類、ソルビ
タン脂肪酸エステル類（ソルビタンモノステアレート、セスキオレイン酸ソルビタン等）
、グリセリン脂肪酸類（モノステアリン酸グリセリン等）、プロピレングリコール脂肪酸
エステル類（モノステアリン酸プロピレングリコール等）、硬化ヒマシ油誘導体、グリセ
リンアルキルエーテル、ＰＯＥソルビタン脂肪酸エステル類（ＰＯＥソルビタンモノオレ
エート、モノステアリン酸ポリオキエチレンソルビタン等）、ＰＯＥソルビット脂肪酸エ
ステル類（ＰＯＥ－ソルビットモノラウレート等）、ＰＯＥグリセリン脂肪酸エステル類
（ＰＯＥ－グリセリンモノイソステアレート等）、ＰＯＥ脂肪酸エステル類（ポリエチレ
ングリコールモノオレート、ＰＯＥジステアレート等）、ＰＯＥアルキルエーテル類（Ｐ
ＯＥ２－オクチルドデシルエーテル等）、ＰＯＥアルキルフェニルエーテル類（ＰＯＥノ
ニルフェニルエーテル等）、プルロニック型類、ＰＯＥ・ＰＯＰアルキルエーテル類（Ｐ
ＯＥ・ＰＯＰ２－デシルテトラデシルエーテル等）、テトロニック類、ＰＯＥヒマシ油・
硬化ヒマシ油誘導体（ＰＯＥヒマシ油、ＰＯＥ硬化ヒマシ油等）、ショ糖脂肪酸エステル
、アルキルグルコシド等の非イオン界面活性剤類、ポリエチレングリコール、グリセリン
、１，３－ブチレングリコール、エリスリトール、ソルビトール、キシリトール、マルチ
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トール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ジグリセリン、イソプレング
リコール、１，２－ペンタンジオール、２，４－ヘキサンジオール、１，２－ヘキサンジ
オール、１，２－オクタンジオール等の多価アルコール類、ピロリドンカルボン酸ナトリ
ウム、乳酸、乳酸ナトリウム等の保湿成分類、表面を処理されていても良い、マイカ、タ
ルク、カオリン、合成雲母、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、無水ケイ酸（シリカ）
、酸化アルミニウム、硫酸バリウム等の粉体類、表面を処理されていても良い、ベンガラ
、黄酸化鉄、黒酸化鉄、酸化コバルト、群青、紺青、酸化チタン、酸化亜鉛の無機顔料類
、表面を処理されていても良い、雲母チタン、魚燐箔、オキシ塩化ビスマス等のパール剤
類、レーキ化されていても良い赤色２０２号、赤色２２８号、赤色２２６号、黄色４号、
青色４０４号、黄色５号、赤色５０５号、赤色２３０号、赤色２２３号、橙色２０１号、
赤色２１３号、黄色２０４号、黄色２０３号、青色１号、緑色２０１号、紫色２０１号、
赤色２０４号等の有機色素類、ポリエチレン末、ポリメタクリル酸メチル、ナイロン粉末
、オルガノポリシロキサンエラストマー等の有機粉体類、パラアミノ安息香酸系紫外線吸
収剤、アントラニル酸系紫外線吸収剤、サリチル酸系紫外線吸収剤、桂皮酸系紫外線吸収
剤、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、糖系紫外線吸収剤、２－（２’－ヒドロキシ－５’
－ｔ－オクチルフェニル)ベンゾトリアゾール、４－メトキシ－４’－ｔ－ブチルジベン
ゾイルメタン等の紫外線吸収剤類、エタノール、イソプロパノール等の低級アルコール類
、ビタミンＡ又はその誘導体、ビタミンＢ6塩酸塩、ビタミンＢ6トリパルミテート、ビタ
ミンＢ6ジオクタノエート、ビタミンＢ2又はその誘導体、ビタミンＢ12、ビタミンＢ15又
はその誘導体等のビタミンＢ類、α－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－トコフ
ェロール、ビタミンＥアセテート等のビタミンＥ類、ビタミンＤ類、ビタミンＨ、パント
テン酸、パンテチン、ピロロキノリンキノン等のビタミン類等、フェノキシエタノール等
の抗菌剤、ヘクトライト等の粘土鉱物などが好ましく例示できる。
　また、任意成分の中でも、不飽和脂肪酸を２量化して得られる脂肪族２塩基酸であるダ
イマー酸及び／又はその誘導体を含有することが好ましく、誘導体としてはジエステルが
特に好ましい。前記2量化させる不飽和脂肪酸としては、大豆等の植物から得られるオレ
イン酸、リノール酸を主体とするものが好ましく、ダイマー酸の構造としては、ダイマー
ジオレイン酸、ダイマージリノール酸であることが好ましい。前記ダイマー酸のジエステ
ルを含有させる場合は、Ｎ－アシル酸性アミノ酸ジエステルとダイマー酸ジエステルの質
量比は１：２～２：１の範囲で含有させることが好ましい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　化粧料１と同様に下記処方に従って、本発明の複合乳化組成物である、化粧料２を作成
した。このものの試験例１の方法での判定を行ったところ、調製直後の外観観察がスコア
４、顕微鏡観察がスコア５であり、調製１日後の外観観察がスコア４、顕微鏡観察がスコ
ア４であった。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　化粧料１と同様に下記処方に従って、本発明の複合乳化組成物である、化粧料３を作成
した。このものの試験例１の方法での判定を行ったところ、調製直後の外観観察がスコア
４、顕微鏡観察がスコア５であり、調製１日後の外観観察がスコア４、顕微鏡観察がスコ
ア４であった。
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【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　化粧料１と同様に下記処方に従って、本発明の複合乳化組成物である、化粧料４を作成
した。同様にして、化粧料４の水酸化レシチンを通常のレシチンに置換した比較例４、リ
ゾレシチンに置換した比較例５、水に置換した比較例６も同様に作成した。試験例１の方
法での評価判定結果を表７に示す。化粧料４に於いても本発明の効果は認められたが、Ｎ
－アシル酸性アミノ酸ジエステルやダイマー酸ジエステルを含有した方が、効果が著しい
ことが判る。
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